
教室名 日　時・内　容 定員
ジェルグラス教室
①～②

①９日（土）　②１０日（日）ガラス細工、貝ガラ、ビー玉等でジェルグラスを作る
※グラスや材料等を持参してください　　　　　　　　　　　 ≪午後１時～（６０分）≫

各
１０人

キャンドル教室
１７日（日）世界にひとつだけのオリジナルキャンドルを作る

≪午後１時～（１２０分）≫
１０人

余市宇宙記念館からのお知らせ

※詳細は（☎２１－２２００）に問合せいただくか
　余市宇宙記念館ホームページ（https://www.spacedome.jp）をご覧ください

◀ホームページをご覧
　いただけます。

　宇宙記念館は、４月１９日（金）まで
展示施設の観覧を休止しています。
　なお、冬期間は教室や講座など各種事
業を開催します。
　詳しくはその都度ご案内します。

観覧について

　１２月のおもしろ宇宙教室 現在受付中

※小学生以上が対象です。おもしろ宇宙教室の参加には入館料はかかりません。
※申込みは、各教室の１か月前から電話で受付します。
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　余市町出身の宇宙飛行士・毛利衛さんが、今年開館２５周年となる余市宇宙記念館の名誉館長に就任しまし
た。１１月４日に就任式と記念講演が館内で行われ、町内の小中学生など約１２０人が里帰りした毛利さんを
拍手で迎えました。
　就任の挨拶で毛利さんは、「育ててもらった余市町のために恩返ししたいと考えていた時に名誉館長の話を
いただいた。これから宇宙記念館を含めて余市のことを情報発信してアピールしていきたい」と抱負を述べま
した。
　続いて「北海道の未来と地球生命のつながり」と題した記念講演が行われ、毛利さんは２度宇宙へ行ったエ
ピソードを交えながら、「宇宙から見ると地球の未来のことがよくわかる」と説明。観測衛星からの情報に
よってブドウやリンゴなどの栽培に適した斜面がわかる時代になったと紹介し、「従来の手法を続けていると
取り残される。新しい技術で良いものを生産して、次世代に引き継ぐことを考えながら子どもたちを育成して
ほしい」と呼びかけました。
　会場から「ＡＩ（人工知能）に負けない、人間にしかできない役割は？」と質問された毛利さんは、日頃か
ら生成ＡＩのチャットＧＰＴを活用していると笑いながらも「ＡＩが答えを出せるのは過去の課題だけ。未来
のことは人間が考えて判断しなければならない」と回答。また、小学生からの「一番好きな宇宙食は？」とい
う質問には、「宇宙にカレーを初めて持っていったのは私。宇宙で食べたカレーはおいしかった」と優しく答
えていました。
　毛利さんは「今後、名誉館長として宇宙記念館と地域との連携などについて取り組みたい」と話していまし
た。（地域おこし協力隊・野添隊員寄稿）

毛利衛さんが余市宇宙記念館の名誉館長に就任

○冬期間の宇宙記念館運営について

施設の利用について

　冬期間は宇宙記念館を有効に活用していただくため、多目的シア
ターや会議室などの各施設を利用できますので、各種催しや会議等
にご利用ください（有料）。
※詳しくはホームページをご覧ください。
＜利用実績＞
コンサート、映画上映、講演会、イベント、特産品販売会、会議等


